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経 済 の“現 場 ”を わ かりや すく伝 え る

ケーザイしゃべり場

インターネットに欠かせない
海底光ケーブルの知られざるしくみ

教員・教育関係者向け

はてな調査団

岡野雅行 渡辺真理
フリーアナウンサー岡野工業 代表社員

「アイデアを生み出す秘訣」とは？

金融経済教育フォーラム in 東京 

「痛くない注射針」や「液漏れしないリチウムイオン電池ケース」の
 開発者に聞く―
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「
店
も
工
場
も
夢
も
失
っ
た
私
た
ち

に
、大
勢
の
方
が
出
資
し
て
く
だ
さ
っ

た
。希
望
の
光
で
し
た
」。岩
手
県
陸
前

高
田
市
で
醤
油
の
醸
造
を
手
掛
け
る

八
木
沢
商
店
の
河
野
通
洋
社
長（
39
）

は
、「
震
災
応
援
フ
ァ
ン
ド
」と
の
出
合

い
が
心
の
支
え
だ
っ
た
。本
社
も
工
場

も
流
さ
れ
１
８
０
７
年
か
ら
続
く
家
業

は
自
分
の
代
で
終
わ
り
か
、と
暗
澹
た

る
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
時
、東
京

の
フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ（
以
下
、「
ミ
社
」と

い
う
）か
ら
支
援
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

ミ
社
の
提
案
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

一
口
１
万
円
の
出
資
を
呼
び
掛
け
、５
０

０
０
円
は
寄
付
、残
り
５
０
０
０
円
が

投
資
、そ
の
う
ち
の
５
０
０
円
が
手
数

料
と
い
う
も
の
。募
集
額
は
５
０
０
０

万
円
だ
っ
た
。

　
「
リ
ス
ト
ラ
は
し
な
い
。雇
用
を
守

り
、再
建
は
従
業
員
・
地
域
と
一
丸
で
取

り
組
む
が
、容
易
な
こ
と
で
は
な
い
」　

　

河
野
さ
ん
は
率
直
に
投
資
説
明
会

で
訴
え
た
。そ
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
た
。

半
年
で
１
０
０
０
人
が
応
募
し
目
標
を

達
成
。２
０
１
３
年
３
月
末
ま
で
は
、２

回
目
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。今
度
は

１
億
円
が
目
標
だ
。再
建
が
軌
道
に
乗

れ
ば
、１０
年
か
け
て
一
口
６
０
０
０
円
を

返
済
す
る
計
画
だ
。

　

２
０
１
２
年
10
月
に
完
成
し
た
醬

油
工
場
に
は
、出
資
者
が
バ
ス
を
仕
立

て
て
見
学
に
来
る
。

　
「
出
資
し
た
人
が
お
客
に
な
り
、新
た

な
営
業
基
盤
が
事
業
を
前
に
進
め
て
く

れ
る
」と
河
野
さ
ん
。お
客
は
近
隣
の
水

産
業
者
が
中
心
だ
っ
た
が
震
災
で
需
要

は
落
ち
、旧
来
の
お
得
意
先
だ
け
で
の

再
建
は
難
し
い
。出
資
を
き
っ
か
け
に

支
援
の
輪
が
広
が
り
、い
ま
や
通
販
の

顧
客
が
１
万
人
を
超
え
た
。ミ
社
は
こ

の
手
法
で
被
災
地
の
36
社
を
支
援
し
９

億
円
を
超
え
る
資
金
を
集
め
た
。

　
一
方
、よ
り
手
軽
に
被
災
地
を
応
援

で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
登
場
し

た
。福
島
県
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
２

０
１
２
年
11
月
末
か
ら
募
集
を
始
め
た

「
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
ｍ（
フ
ク
ラ
ム
）カ
ー

ド
」だ
。

　

普
段
の
買
い
物
で
こ
の
カ
ー
ド
を
使

う
こ
と
で
、自
動
的
に
支
払
額
の
０
・

１
％
が
復
興
支
援
に
回
さ
れ
る
。具
体

的
に
は
、県
産
品
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
の

経
費
や
生
産
者
へ
の
支
援
に
充
て
ら
れ

る
予
定
だ
。さ
ら
に
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

て
、特
産
品
と
の
交
換
プ
レ
ゼ
ン
ト
特

典
も
。「
現
状
は
県
外
の
方
が
７
割
程

度
。将
来
的
に
は
３
万
枚
の
発
行
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
」（
県
庁
担
当
者
）

　

応
援
金
融
商
品
は
、収
益
や
利
潤
な

ど
を
尺
度
と
す
る
市
場
原
理
に
沿
っ
た

旧
来
の
金
融
と
違
っ
て
、連
帯
や
絆
と

い
っ
た「
心
の
つ
な
が
り
」に
価
値
を
置

く
。大
災
害
に
遭
遇
す
る
と
人
々
は
新

し
い
支
援
の
仕
組
み
を
考
え
出
す
。阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
社
会
に
認
知
さ
れ
た
。東
日
本
大

震
災
で
は
地
域
の
志
を
育
て
る「
応
援

フ
ァ
ン
ド
」な
ど
が
表
舞
台
に
現
れ
た

と
い
え
よ
う
。

授 業 で 使 え る ト ピ ッ ク ス
TREND COLUMN

連
帯
や
絆
と
い
っ
た

「
心
の
つ
な
が
り
」
に

価
値
を
認
め
る

支
払
額
の
一
部
が

復
興
支
援
に
回
さ
れ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
登
場

COLUMN

1

ト レ ン ド  コ ラ ム

東北の復興を後押しする
被災地応援金融商品の特徴とは？
文／山田厚史（ジャーナリスト・元朝日新聞編集委員）

　

２
０
１
３
年
１
月
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
無
料
通
話
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）」の
利
用
者
が
１
億
人
を
超
え

た
と
発
表
さ
れ
た
。ま
た
、同
じ
く
無
料

通
話
ア
プ
リ
で
あ
る「
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ（
コ

ム
）」な
ど
も
順
調
に
利
用
者
数
を
拡
大

し
て
お
り
、電
話
代
を
掛
け
ず
に
通
話

で
き
る
お
得
感
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

カ
ギ
と
な
る「
無
料
」の
秘
密
は
、電
話

回
線
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。認
知
度
を

上
げ
、広
告
収
入
な
ど
で
利
益
を
得
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。

　

利
用
方
法
も
簡
単
で
、ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

電
話
番
号
を
入
力
す
る
程
度
。通
話
機

能
に
加
え
、大
き
な
絵
文
字
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
感
情
を
表
現
で
き
る「
ス
タ
ン

プ
」機
能
、利
用
者
同
士
で
楽
し
め
る

ゲ
ー
ム
や
、占
い
、ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
豊

富
な
機
能
も
好
調
の
背
景
に
あ
る
よ
う

だ
。通
話
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、ま
す
ま

す
進
化
す
る
無
料
通
話
ア
プ
リ
の
今
後

の
動
向
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

ますます進化する「無料通話アプリ」
COLUMN

2 通話からゲームや占い、クーポンまで

順調に利用者数を伸ばす
無料通話アプリ

（左）ミ社のホームページ。
証券化事業のほかに音楽
事業も展開
（下）クレジット機能はＪＣ
Ｂ。入会費、年会費、更新料
が無料

あ
ん
た
ん

た

き
ず
な
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55名様

『学校で教えない
 "お金"を生む
 発想法』

高等学校向け副教材のご案内

にプレゼント

おしらせ

1

おしらせ

2

「株式学習ゲーム」の
平成２５年度実施期間のご案内

おしらせ

3

抽選に漏れた方には…10名様に

証券知識普及プロジェクトでは、平成25年４月から高等学校向けに副教材
「体験してわかる生活と経済（仮題）」を提供します。この教材は、生徒が経済
の動きに興味を持ち、金融の基本的な仕組みを学ぶことで得た知識を時事
問題（ニュース）と関連付けて考え、自分の意見を持てるようにすることを目
標としています。また、グループ学習などを通じて楽しみながら、主体的に学
ぶことができます。「株式会社」「直接金融・間接金融」及び「金利・外国為替」
の３つのテーマを取り上げ、１つの学習テーマが1時限（50分）で完結する内
容となっています。

＜サンプルご希望の場合＞
①お名前②学校名③送付先住所④連絡先（ＴＥＬ・メールアドレス）をご記入のうえ、
ＦＡＸ（03-3668-1004）にてお送りください。教材が完成次第、サンプルをお送り
いたします（４月初旬発送予定）。

平成２５年度の実施期間は以下のとおりです。

5名様5名様

同封のアンケートにお答えいただ
いた方の中から、抽選で各5名様
にプレゼントいたします。

愛読者プレゼント

A.岡野雅行さんの著書
プレゼント
5名様
『ペン形
  LEDブックライト』

5名様5名様

B. 暗い部屋でも教科書を
明るく照らしてくれる

〈使用例〉

〈教材イメージ〉

東京証券取引所
東日本大震災復興支援関連グッズ
気仙沼で水揚げされるサンマとサメを
デザインした

株式学習ゲームホームページ
http://www.ssg.ne.jp/
株式学習ゲームは株式の模擬売買を通じて、経済
の動きや社会のしくみを学ぶための学習教材です。
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※システムメンテナンス上、下記の期間は取引ができなくなります。
　平成25年８月１０日（土）～８月１８日（日）、１２月２１日（土）～平成26年１月５日（日）
※平成２５年度からマークシート方式はなくなり、インターネット方式のみとなります。
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※色は指定できません。

「おさかなクリップ」をプレゼント

に

（5色 各1名）




